


 

  

地球表面のおよそ3分の2を占める海洋において、恒常的な観測網を整備することの必要性は早くから指摘されていた。そして、
係留ブイ等による地球規模の海洋観測網は、エル・ニーニョ研究を推進するためのTOGA（Tropical Ocean and Global 
Atmosphere）計画において、ようやく現実のものとなった。1984年から米国大気海洋庁（NOAA）・太平洋海洋環境研究所（PMEL）
によって展開されたTAOブイ網は、その後のエル・ニーニョ観測に貢献し、観測データは予測モデルの能力向上に大きな役割を
果たした。 
 
この成果によって、海洋観測ブイ網の有効性と重要性は広く知られ、日本でも高機能の海洋観測ブイを開発し、これに参画する
ことを望む気運が高まった。トライトンブイの開発は1992年に始まった。約3年の月日をかけて設計・製作がなされ、95年からは小
笠原海域で試験機による実海域試験が行われた。そして、1998年3月、前年に就航した海洋地球研究船「みらい」によって、西太
平洋熱帯域（東経156度）に、記念すべき最初の4基のトライトンブイが設置された。 
 
トライトンブイは、日本が取り組んだ初めての外洋域における本格的な海洋観測ブイ網であり、4年5ヶ月を経た今年8月13日、ト
イトン計画による全18基の配置が完了した（P.26「JAMSTEC Report」参照）。現在、TAOブイ網と協調して太平洋熱帯域全域のモ
ニターが行われ、エル・ニーニョ観測をはじめ、地球環境の変動を解明するための重要な海洋観測ネットワークとして活躍してい
る。 
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■特集　横浜研究所

と日本原子力研究所の共同プロジェクト

として立ち上げられました。その後、

1998年8月には、当時の科学技術庁の

指導により、私ども海洋科学技術センタ

ーも「地球シミュレータ」の開発に参加

し、完成後の運用も海洋科学技術センタ

ーが担当することになりました。これを

受けて、海洋科学技術センターは、「地球

シミュレータ」を収納する施設を早急に

建設する必要に迫られました。

幸いにして、神奈川県当局の協力を得

ることができ、1999年9月、横浜市金

沢区の神奈川県工業試験所跡地を利用

して、横浜研究所の主要施設であるシミ

ュレータ棟、シミュレータ研究棟の建設

に着手しました。また、それまで東京・

浜松町に拠点をおいて研究を行ってい

た地球フロンティア研究システム、地球

観測フロンティア研究システムの本拠

も、「地球シミュレータ」のある横浜研究

所に移すこととなり、フロンティア研究

棟等の建設が進められました。

そして、2001年4月、地球シミュレー

タ研究開発センター（のちの地球シミュ

レータセンター）、及び地球・地球観測両

フロンティア研究システムの移転が完了

し、研究所としての運用が開始され、

2002年3月には「地球シミュレータ」も

稼働。さらには、情報技術棟、地球情報館

地球情報館 映像展示室

地球シミュレータの運用

三身一体的な研究開発の推進

交流棟 大会議室

なども竣工し、この夏、横浜研究所はよう

やく完成の日を迎えることとなりました。

横浜研究所は、大別すると4つの役割

を持っています。ひとつは、地球フロン

ティア研究システム、地球観測フロンテ

ィア研究システムの主要研究拠点として

の役割。第2は、「地球シミュレータ」の

研究開発・運用センターとしての役割。

第3は、海洋科学技術センターの研究・

観測活動のすべてのデータを集約し、

電子情報として蓄積・管理し、利用者に

提供する総合情報センターとしての役

割。そして、第4の役割は、海洋・地球研

究の成果をはじめ、科学技術知識の社

会への発信基地となることです。

こうした役割を通して、海洋科学技術

センター横浜研究所は、地球変動現象

解明と予測の研究拠点として、また、地

球・環境情報の内外への発進拠点として

の活動を強力に推進し、地球環境問題

解決へ向けて、大きく貢献していきたい

と念願いたしております。

千々谷 眞人 所長



海と地球の情報誌 7

Japan Marine Science and Technology Center 

地球シミュレータセンター
2002年3月より稼働を開始した「地

球シミュレータ」は、ピーク性能（理論値）

40テラ・フロップス（1秒間に40兆回

の計算が可能）の約90％に相当する、

実効速度35.86テラ・フロップスとい

う世界最速の驚異的な性能を誇る超ス

ーパーコンピュータ。地球シミュレータ

センターは、この「地球シミュレータ」の

能力を最高度に活用するソフトウェアの

開発を推進するとともに、所内・所外の

利用者へのサービスとマシンの保守管

理、マシンの性能向上のための研究な

どを行い、「地球シミュレータ」の効率的

な利用を行っている。

「地球シミュレータ」は、地球全体をこ

れまでより格段に細かい格子状に区切っ

て計算することが可能であり、地球変動

現象の解明と予測をめざしたシミュレー

ション研究において多大な貢献を果たす

ことが期待されている。「地球シミュレー

タ」に期待される地球科学技術分野にお

ける成果としては、気象災害の発生予測、

エル・ニーニョの発生予測、地球温暖化

の機構解明と影響予測といった地球規模

の気候変動の解明と予測、超長期にわた

る地殻変動の解明、地震の発生メカニズ

ムの解明、地層中の地下水や物質の移行

といった地層・地殻変動メカニズムの解

明などがあげられている。

今年7月には、「全球・地域スケール化

学輸送モデルによる大気組成変動とそ

の気候影響の研究」（地球フロンティア

研究システム）、「全地球マントル変動の

力学過程」（固体地球統合フロンティア

研究システム）など、今年度の「地球シ

ミュレータ」利用課題（27テーマ）が決

定し、研究が進められている。

カートリッジテープライブラリ
Cartridge tape library system

空調機械室
Airconditioning system

結合ネットワーク
(65筐体）
Interconnection Network 
(65cabinets）　　

計算ノード
（320筐体）
Processor node
（320cabinets）

電気室
Power supply system

磁気ディスク
Disks

ケーブル配線用
フリーアクセス 
Double floor for cables 

内部の様子

「地球シミュレータ」による全球シミュレーション画像

地球シミュレータ

横浜研究所の研究組織
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海洋と地球の不思議を
地球情報館で体験！
地球情報館は、海洋科学技術センターが行っている観測
や研究によって得られた最新のデータ・映像を活用し、
海洋や地球に関する様々な不思議についての情報を提供
する、海洋・地球科学の情報発信拠点。迫力ある映像を
通して、海、地球、環境について解説する映像展示室、
書籍や科学雑誌、ビデオ、DVDなどが閲覧・視聴できる
図書館などが、一般に開放されている。

海洋・地球科学に関する最先端研究の成果をわかりやすく紹介

■ 特集　横浜研究所
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海洋科学技術センター横浜研究所は、

世界最速の計算性能を誇る超スーパー

コンピュータ「地球シミュレータ」を擁

する地球シミュレータセンターをはじ

め、様々な地球変動現象の解明や予測

をめざして最先端の研究・観測を行う地

球フロンティア研究システム、地球観測

フロンティア研究システムの研究拠点

であると同時に、海洋科学技術センタ

ーが観測船、有人潜水調査船、無人探査

機、観測機器等を駆使して取得した観測

データや最新の研究成果を、多く人々

にわかりやすく紹介する、海洋・地球科

学の情報発信基地でもある。

そうした海洋・地球科学の研究成果や

科学技術についての知識を提供するた

めに、横浜研究所内に設置されたのが

地球情報館だ。

直径3mの球面スクリーンに海水温度

の変化などを映し出す半球スクリーン

や、有人潜水調査船「しんかい6500」

が深海で活動する様子をリアルな立体

映像で楽しめる傾斜型3Dスクリーンな

ど、多彩な映像技術を駆使した映像展

示室は、誰もが楽しみながら海洋や地

球、環境に関する知識・情報を得ること

ができる施設としてつくられている。さ

らに、もっと詳しく知りたい、学びたい

という人のために、横浜研究所の研究

者が利用する図書館も開放している。

図書館には海洋学、気候・気象学を中心

に地球科学技術関係の専門書籍、和洋

科学雑誌などが約6,000冊揃っている

ほか、ビデオ、DVDなどの視聴覚資料

も置かれている。

映像展示室

2階図書館

ラウンジ

海洋・地球科学関連の一般書籍、専
門書籍、洋書が数多く揃う。レファレ
ンス・サービスも行う。
開館は平日のみ（10:00～17:00）。
横浜図書館 TEL：045-778-5478

海洋・地球・環境に関するDVD、ビデ
オ、CDなどの視聴覚資料が揃っており、
館内のパソコン、ビデオデッキなどで
見ることができる。

半球スクリーン、12面マルチスクリーン、傾斜型
3Dスクリーン、大型スクリーンなどの豊富な映像
で、海洋・地球科学の世界を満喫することができる。

軽食や飲み物が購入できる。
池や芝生が広がる中庭を眺め
ながらゆったりくつろげる。
営業時間は11:00～15:00

図書館 3F

図書館 2F

映像展示室 1F

3階図書館

受付

入館希望者は受付へ。地球情報館の
入館は無料。開館は平日のみで、開館
時間は10:00～17:00。団体での展
示室見学はあらかじめ申し込みを。
見学申し込み TEL：045-778-3811
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水中音響通信技術を進化させ
海洋科学の未来を開拓する

越智 寛 研究員
海洋技術研究部

電波が利用できない海のなかにおいて、探査や通信の手段として重要な働きをしているのが音波だ。海洋音

響技術の研究と開発は、今日においても海洋研究、深海探査に欠かすことのできないものとされている。海洋

科学技術センターでは、設立当初から水中音響に関する様々な研究に取り組み、音響航法装置の開発をはじ

め、大深度探査における水中通話システムの開発など多くの分野で数々の成果をあげてきた。有人潜水調査

船「しんかい6500」で実用化された深海の画像を高速で送る画像伝送装置の開発もそのひとつだ。当時から

水中音響通信に関する研究に携わってきた越智 寛研究員にお話をうかがった。

研究者に聞く

Interview
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海洋研究に不可欠な

水中音響通信技術

Blue Earth編集部（以下BE） 現在、

取り組んでおられる水中音響通信とい

うものについてご説明いただけますか。

越智　水のなかでは、電波は減衰が大

きくほとんど届きません。ですから、深

い海のなかでは、電波を使って何かを測

定するとか、何かを伝えるということが

できません。そこで、海中で電波に比べ

て減衰が非常に小さい音波が、その代

わりに使われています。海洋科学技術

センターでは、この音波を利用して位置

を探ったり、データを送るための技術な

どを研究し、開発してきました。こうし

た音響機器の研究として最初に行われ

たのは、音響航法装置です。これは、音

源（トランスポンダ）を海底に設置し、こ

れを基準にして潜水船や水中構造物な

どの位置を測定する技術で、現在でも

幅広く活用されています。こうしたなか

で、私がやっているのが水中音響通信、

つまり音波を使った通信に関する研究

を行っています。

BE そのなかには、有人潜水調査船

「しんかい6500」で実用化された画像

伝送装置なども含まれるのですか。

越智　私がセンターに入ったのは

1990年で、画像伝送装置の開発に関

わったのは、実用機が製作されるころ

でした。ですから、開発に直接携わった

わけではありませんが、水中通話器を使

った音声による通信だけでは、多様化

し複雑化する深海調査活動に対応でき

ないということで、作業効率の向上を目

的に、海のなかの画像を高速で伝送す

るシステムの開発が行われたと聞いて

います。画像情報をデジタルのデータ

系列として伝送する方法として用いられ

たのは、PSK（デジタルの位相変調）方

式（情報の伝送に位相情報の変化を利用

する方式）といわれるものでした。そし

て、まず伝送の基本となる送波器の検

討が行われ、高速データ伝送を実現す

るために、伝送帯域が広く送波感度に

優れた音響送波器の開発が始まりまし

た。さらに、海中の音波は、その振幅や

位相が伝送路中の音波の吸収損失、伝

搬距離の変動、音響送受波器の特性、船

舶の動揺などにより、時々刻々変化しま

す。その変化を補正しながら正しいデ

ータ伝送を実現するために、デジタル

シグナルプロセッサーを利用して変動

に追随しながら高速で伝送路の特性を

平坦化する、適応型等化器も開発され

ました。その結果、「しんかい6500」に

搭載された画像伝送装置では、最大

16kbpsの伝送速度を実現することが

できました。さらに、画像の情報量を約

12分の1に圧縮する高能率画像符号化

手法も開発され、これらの結果、搬送波

周波数20kHz、伝送帯域約8kHz、送信

出力20Wの条件下において、6,500m

の距離でおよそ8秒間に1枚のカラー画

像を連続的に伝送することができるよ

うになったのです。ただ、私はそれまで

音響の研究をしていたわけではなく、一

から勉強させてもらっていた状態でし

たから、最初の画像伝送装置の開発に

関しては、自分で何かをやったというと

ころまではいっていませんでした。

BE それまではどのような研究をされ

ていたのですか。

越智　大学院で情報理論、主にデータ

圧縮の研究をしていました。ただ、自分

としては海や船が好きだったこともあっ

て、そうした環境で仕事がしたいと思い、

センターに入りました。そうしたら、音

響のグループに配属になったわけです。

それ以来、水中音響通信の研究を中心

にやっています。

「うらしま」では伝送速度が

2倍に向上

BE 「しんかい6500」の画像伝送装

置の開発以降は、どのような研究をさ

れてきたのですか。

越智　ひとつは、こうした画像などをよ

り高速で伝送するシステムの開発です。

たとえば、現在実用化に向けて開発が

進んでいる深海巡航探査機「うらしま」

では、画素数はやや少ないですが、1秒

間に1枚の画像を送るシステムが搭載

されています。このように更新するスピ

ードを高めていき、できるだけ動画に近

い方向に持っていくということですね。

一方では、海底に設置する地震計のよ

うな非常にデータ量の多い観測機器で

は、多少伝送速度は遅くても、エラーが

水中で音響信号を送受信する送受波器の感度と指向性の測定などが行える超音波水槽。

「うらしま」には最新の水中音響通信技術が
活用されている。
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■ Interview 研究者に聞く

少なく信頼性の高い通信を行うことが

できないかといったことをやっていま

す。後者の研究では、まだ実際に大容量

のデータを吸い上げるというところま

では進んでいません。テストデータを

持った装置を海中に沈めて、通信実験を

行っている状況です。

BE より高速に、より正確に、というこ

とが水中音響通信の課題なのですね。

越智　そうですね。

BE 1秒間に1枚の画像を伝送するシ

ステムでは、「しんかい6500」などの画

像伝送装置と比較して、どのくらい伝送

速度は速くなっているのですか。

越智　同じ解像度のデータを送るとす

ると、「うらしま」は「しんかい6500」の

2倍のスピードで送ることができます。

つまり「しんかい6500」で8秒間かけ

て伝送していた画像は、「うらしま」では

4秒間で送ることが可能です。「うらしま」

では、細かい正確な画像を入手すると

いうよりも、AUV（自律型無人潜水機）

の状況をつねにモニターするという目

的から、解像度は多少粗くても、更新ス

ピードを速めることが求められたため

に、1秒間に1枚になったわけです。

BE どのようにして2倍にまでスピー

ドを速めることができたのですか。

越智　ひとつのデータの単位を「シン

ボル」と言います。「しんかい6500」で

は、ひとつのシンボルに4つの意味を持

たせています。これは2ビットの意味を

持たせるということで、これに対して

「うらしま」の場合はひとつのシンボル

に割り当てる数を増やしています。16

個あって、ひとつのシンボルが4ビット

になる。2ビットに対して4ビットとい

うことで、同じシンボルの長さで2倍の

データが送れるということになります。

このような信号点を増やす方法を「多値

化」と言います。16点にするためには

位相だけでなくレベルの違いも意味を

持つため、正しく補正を行うには「うら

しま」の方では送信するためのパワー

も必要になります。

BE 「うらしま」に向けての技術開発は、

すでに完了しているのですか。

越智　はい、一段落しました。計画とし

ては、来年度からは、さらに2倍のスピ

ードを実現させるために、今度は周波数

を高い方へ持っていって、帯域を広くし海洋工学実験場が普段の仕事場。

「しんかい6500」の画像伝送装置の
仕事にも携わった。

e) Mean square error

d) Mean square error

a) Before equalise b) After equalise c) After carrier tracking d) Convert to 4-phase 
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4-DPSK 信号復調の例
（BW=8kHz, SINR=22.4dB, output SNR=20.2dB, SER=0/8000）

16-QAM 復調の例
（BW=8kHz, SINR=22.1dB, output SNR=18.1dB, SER=1/4000）
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てスピードを上げる研究を行っていきた

いと考えています。水中では、周波数が

高くなると遠くまで届かなくなるので、

「うらしま」のように深く遠くへ移動して

いくものではなく、ある1点で観測や作

業を行う観測機器などを対象にした研究

になると思います。技術的なレベルはつ

ねに先行して高めておき、要求されたと

きにすぐにアプライ（適用する）できるよ

うにしておきたいわけです。もうひとつ

の方向性は、正確性を高めるということ

です。そのためにはデータに冗長性を持

たせることなどが必要になると思いま

す。こうすると、スピードは遅くなってし

まいますが、ここまで冗長性を持たせれ

ばこれだけ信頼性が高まるということを

しっかりつくりあげていきたいですね。

海中での音波の可能性は

まだまだ広がる

BE 海中で情報を正確に送るというこ

とは、やはり難しいことなんですか。

越智　そうですね。海中には船のスラ

スターをはじめ、雑音もかなり大きいで

すし、海面や海底など、いろいろなとこ

ろに反射体があってエコーも大きいで

すから。また、音波は海中でも遠くまで

届きますが、周波数によって減衰の仕方

が違い、高い周波数ほど減衰が大きい。

低い周波数ではある程度遠くまで届き

ますが、今度は、そのなかで通信用にと

れる帯域が非常に狭くなって、通信量を

どんどん小さくしていかなければいけ

ない。ですから、これくらいのスピード

や通信量が求められるから、これくらい

の周波数は使えるとか、これくらいの周

波数ならこれくらいの帯域がとれるか

ら、スピードや量はこれくらい、という

ように、様々な条件のなかで最も効果的

な方法を考えていくしかないわけです。

BE 取り組むべき課題は、他にもたく

さんあるのですか。

越智　ええ。たとえば、陸上では電波の

スピードに比べて移動体の速度は比較

的遅いという状態で、マルチパスと言い

ますが、反射波が入ってくるまでの時間

が短いところでのいろいろな技術が進

んでいますが、海のなかでは音波の速

度に対して無人探査機などが移動する

スピードは相対的に速くなります。さら

に、反射波が入ってくるまでの時間も遅

い。そうした状況下でどのように補正し

ていけばよいかということも、水中音響

通信を進めていく場合に考えなければ

いけない点であると思います。あとは、

送波器の開発ですね。いかに広い帯域

で、しかも帯域内の偏差がない、かつパ

ワーが得られる、言い換えれば効率の

よい送波器を開発していけるかという

ことも課題だと思います。

BE 様々な難しさがあるなか、水中音響

通信技術の研究・開発を行っていくことの

おもしろさはどこにあるとお考えですか。

越智　そうですね、やはりいまのところ、

海のなかで使えるのが音波しかないわけ

ですし、音波を使えば、海の上からのぞ

き込んでも何も見えない、何もわからな

い世界が、はっきりと見えてくる。そうい

うところでしょうかね。また、通信やソー

ナーとして得られる情報の他に、海のな

かを伝わって得られた音のデータには、

たくさんの3次元的な情報が含まれてい

ると思います。いままで見てきたもの以

外にも、きっといろいろな情報が波形の

上に載っているに違いないと思うんです。

音響トモグラフィーなどもそうですが、さ

らに海中と海底というようなインターフ

ェイスがあるところで、なにか他の情報

が見えてくるのではないか、それを抽出

するにはどうしたらいいのか、そんなこ

とも考えはじめています。音波によって

見えてくる新しい海の表情があるかもし

れませんし、その意味で、音波の可能性

はまだまだ広がっていると思います。

超音波水槽で測定の準備をする越智研究員。
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駿河トラフを縦断し自律航行距離

132.5kmを達成
海域試験は一昼夜をとおしておこな

われた。「よこすか」船上から「うらしま」

を追う試験チームは、３交代で休みなく

その動きを見守った。最も大きな課題

は、航続距離を達成することと同時に、

あらかじめプログラムされたスケジュ

ールに従って自律航行することができ

るかどうかだった。「うらしま」には、高

性能コンピュータとリングレーザージ

ャイロを用いた高精度慣性航法装置が

搭載されている。これによって自らの

位置や姿勢をつねにチェックしている。

だが、それでも実際の航行では多少の

ズレが生じる（設計上は100kmの航行

で10kmの誤差範囲）。これを補正する

ために、今回の試験では数カ所にトラン

スポンダ（音響灯台）が設置された（トラ

ンスポンダからの信号によって位置を

確認し、誤差を修正することができる）。

それでも、最大2km程度のエラーは覚

悟していた。しかし、今回の試験では、

予定航路から最も離れたところでも

500ｍ以内と、予想を大きく下回る好

成績を残した。

海域試験は大きなトラブルもなく順

調に進行した。「うらしま」は、翌朝4時

に駿河湾に入り、午前8時に松崎沖で

目標の航続距離100kmを達成した。

そして、「うらしま」はそのまま航行

を継続し、午後2時15分、清水沖の

目標点で自動停止した。そして、その

後にバラストを投棄して浮上し、無事

「よこすか」に揚収された。航行時間約

29時間、自律航行距離は132.5kmを

記録した。

次期動力源の燃料電池が完成

300ｋｍ航行に期待ふくらむ
自律航行距離100kmの目標を達成

した「うらしま」は、９月に再度海域試験

を行った後、現在のリチウムイオン電

池に代わって搭載される燃料電池への

交換作業が行われる。海域試験と平行

して開発が進められてきた燃料電池（水
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素と酸素を電気化学的に反応させるこ

とによって発電する装置）は、固体高分

子電解質膜型と呼ばれるもので、出力

密度が高く、作動温度が80度程度と比

較的低温であるといった利点を持つ。

さらに、定格出力4kW（電圧120V）

を実現し、この燃料電池を搭載するこ

とによって、「うらしま」の航続距離を約

300kmまで延ばすことができると期

待されている。燃料の水素ガスは、当

初の計画では300気圧の高圧ガス容器

を用いることになっていたが、安全性

を高めるために世界最高レベルの貯蔵

性能を持つ水素吸蔵合金に貯蔵する方

式を採用。酸素ガスは高圧ガス容器を

使用することになっている。

御前崎沖南方80kmポイントから駿河トラフ沿いに北上し、清水沖をめざすルート。



深海へ潜航する「うらしま」に搭載さ

れる燃料電池は、大気中で使用される

自動車等の燃料電池と大きく異なる特

徴を持っている。大気中では、ガスに含

まれる微量の窒素や二

酸化炭素などの不純

物、発電の際に発生す

る生成水を容易に外部

に放出することができ

る。しかし、最大使用

深度3,500ｍの「うら

しま」では、燃料電池

内部の気圧が約2気圧

しかないのに対して、

水圧が最大350気圧

まで高まる。こうした高水圧下で、不純

物や生成水を外部に放出しようとすれ

ば、大きなエネルギーが必要となる。

また、生成水（最大約50リットル）を海
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燃料電池の試験風景。チタン合金製の耐水圧容器に収納された
燃料電池。

「うらしま」開発スケジュール

10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度
平成

うらしま

燃料電池

燃料

慣性航法

建造

建造

海域試験
深度3518m
距離  60km

整
備

整
備

燃料電池
搭載試験

整
備

整
備

自律
機能

距離
132km

ロングラン
トライアル

性能試験

燃
料
電
池
搭
載

貯蔵合金等基礎研究

誤差7km・20時間（100km） 誤差10km/60時間
（300km）

誤差10km/200時間

試作 試験機

中に放出してしまうと、浮力が大きくな

って「うらしま」の中性浮力が保てなく

なってしまう。このため、「うらしま」の

燃料電池では、不純物や生成水を内部

に蓄積する閉鎖方式を採用している。

こうした燃料電池の開発は、技術的にも

非常に難しく、実用開発は世界初とな

る。

すでに燃料電池に関する技術的な問

題はほぼクリアされており、年内には

搭載に向けての工事が始まる。順調に

進めば、来春には世界で初めての燃料

電池を搭載した無人潜水機が誕生し、

さらに長距離の航行をめざす海域試験

が初夏に実施される予定だ。
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Report
JAMSTEC

トライトンブイ
全18基展開完成！
トライトンブイ
全18基展開完成！
観測網の充実による
気候変動研究の新たな進展に期待

取材協力
黒田芳史 研究副主幹
海洋観測研究部

中村 亘 課長代理
研究業務部 計画調整課

1998年に初めて4基のブイを設置してからおよそ4年半が過ぎた今年8月13日、海洋地球研究船「みらい」

によって、最後の展開予定点であるフィリピン東方海域（東経130度、北緯8度）に18基目のトライトンブイが

設置された。これによって、トライトンブイ計画で決められた、西部熱帯太平洋16基、東部インド洋2基の合

計18基による海洋観測網が完成した。当初の計画では2000年に完了する予定だったが、たび重なる人為的

破損、盗難といったトラブルを防ぐための改良や、強潮流への対策などによって、約2年の遅れが生じた。そう

した困難を乗り越えての完成であり、関係者らの喜びも大きい。すでにトライトンブイ網の東方に展開されて

いる米国海洋大気庁のTAOブイ網との協調によるエル・ニーニョに関わる海洋変動のモニタリングに活躍し

ている。また、モンスーンなどに関係する季節変動、さらには10年規模の変動に関わる観測など、多方面の

海洋観測研究に活用されることが期待されている。
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熱帯域の海洋観測ブイで

エル・ニーニョをウォッチ

海洋科学技術センターにおい

て、洋上で気象及び海象の観測

を行う海洋気象観測ブイシステ

ムの技術開発がはじまったのは

1992年からだ。そのころ、す

でに米国大気海洋庁によるTAO

ブイが太平洋の熱帯域に展開さ

れており、エル・ニーニョのモニ

タリングに大きな成果をあげて

いた。この成功により、太平洋熱

帯域における海洋観測ブイ網の

有効性が唱えられ、日本におい

ても、エル・ニーニョ研究をさら

に前進させるための新しいブイ

の開発が必要と考えられたのだ。

こうして開発されたのがトライトンブイ

だ。TAOブイがドーナツ型の浮体である

のに対して、トライトンブイでは観測能力

や耐候性の向上を考えて「半球＋円筒」型

を採用し、また、水温だけでなく、流速計

や海水の密度を計算するために必要な海

洋中の塩分濃度も併せて計測できる水中

センサーを取り付けるなど、最新の技術

に基づく様々な工夫が凝らされている

（密度は、天気図の高・低気圧にあたる海

面の高・低の分布を決める重要な数値。

雨が多い熱帯域では、塩分濃度の変化が

大きいため、密度の変化にとって塩分の

効果は水温と同じくらい大きくなる）。

トライトンブイの配置については、

「エル・ニーニョをモデルで再現するた

めには南北7度以内の風のデータが必

要」、「相関スケールは東西約10度、南

北2度」といった、風で駆動される海水

の運動を再現するモデル研究や、海上

風の歴史的なデータから導き出された、

TAOブイの配置に際しての基本的な考

え方に沿って計画された。さらに、西部

熱帯太平洋の熱や塩分の移流に重要な

役割を果たす海流の分布も考慮されて

いる（この海域の海流は東西方向の変化

は小さいが、南北方向には狭い範囲で

変化する。また、赤道域南北2度は赤道

潜流の幅に相当し、北緯5～8度は北赤

道反流が現れる緯度帯にあたる）。
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全18基展開達成を祝うスタッフたち。

海上に降ろされるブイ。トライトンブイ全18基展開ポイント。
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西部熱帯太平洋における最初のトラ

イトンブイ設置は、1998年3月に実施

された。東経156度、北緯0度～8度の

海域に、まず4基が置かれた。さらに、

翌年には新たに5基が設置され、その数

を増やしていった。しかし、1999年後

半から、係留系の破断事故やタワー損

傷といったトラブルが次々に発生した。

調査の結果、どれも人為的なものであ

った。2000年、それまでに設置した

10基のうち、無事だったブイはわずか

に1基しかなかった。なかには、タワー

の観測機器をはじめ、浮体内部の電池

や送信機までもが持ち去られたブイも

あった。タワーの損傷や倒壊は、小型の

船舶等が船を係留したためにおきたも

のと推察された。また、海藻やカメノテ

などが付着し生育したブイは、まさに大

海のオアシスのように魚を引き寄せる

ため、この魚を狙って、漁船がブイ近く

に網を降ろし、それによってケーブルの

断線等も発生していることがわかった。

こうしたトラブルを防ぐため、様々な

ブイの改良が行われた。たとえば、軽量

化を図るためにアルミ合金でつくられ

ていたタワー部はステンレスに変更さ

れた。また、風向風速計を保護するため

にリングを増設したり、ボルトを特殊な

ものにするといったことも行われた。

一方、設置海域の海流の強さについて

も再検討が行われた。その結果、設計条

件をはるかに上回る非常に流れの強い

海域があることがわかった。そのため、

ブイの漂流や水没を防ぐための対策も

行われることになった。こうしたトラブ

ル対応によって、設置計画は2年近く遅

れることになった。だが、その後は順調

に設置が進み、2001年には東部インド

洋を含めて16基が設置を完了するまで

となった。そして、今年7～8月、最後の

2基がフィリピン東方海域に設置され、

全18基の展開が完成した。
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タワー損傷・倒壊・亡失

アンテナ又はセンサー損傷・亡失

電装容器・位置送信機盗難

漁船の活動によってケーブルが断線。

浮力体内の電池、送信機までが盗難に。

タワーが損傷を受け、風速計も破損。

船の係留によってタワーが倒されてしまったブイ。

トライトンブイのトラブル状況
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音響切り離し装置
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今後の観測成果に期待

すでに設置されていたトライトンブ

イによって、これまでもエル・ニーニョ

のモニタリングは実施され、確かな成

果をあげてきたが、18基展開が完成し

たことで、エル・ニーニョ発生時のプロ

セスをより正確にとらえることが可能

になった。特に、TAOブイにはない流

速データや塩分データは、エル・ニーニ

ョ発生の状況を知る上で、重要な手が

かりになると考えられている。また、太

平洋の西端を含む18基が展開されたこ

とで、中緯度から西岸沿いに熱帯域に

流入してくる海流（ニューギニア沿岸海

流、ミンダナオ海流）による水塊の変化

を知ることもできるようになり、中緯度

と熱帯の関わりなど、太平洋西岸の海

洋プロセスがより一層明確になると期

待される。

さらに、2001年10月に初めてイン

ド洋に2基のトライトンブイが設置され

た。これによってインド洋における大気

海洋相互作用についても情報が得られ

るようになった。インド洋における“エ

ル・ニーニョの兄弟”といわれるダイポ

ール・モード現象をはじめ、アジア・オ

ーストラリアモンスーンの活発化のプ

ロセスに関わるインド洋の暖水プール

の動きなどの理解にも、大きな役割を

果たしてくれるはずだ。また、インド洋

と太平洋の大気及び海洋における熱の

やり取り、さらにはそのエル・ニーニョ

への影響などに関する研究も、今後行

われることになると思われる。

トライトンブイによる海洋観測網が

完成したことにより、エル・ニーニョの

プロセス解明をはじめ、10年変動や季

節変動など、様々な気候変動解明に関

する研究が大きな飛躍を遂げることは

間違いない。

トライトンブイから得られた西太平洋熱帯域の深度250mにおける2002年9月20日の水温および塩分の水平分布。ニューギニア沖で南太平洋から

高温・高塩分水が北側に貫入している様子が見える。18基展開によりこのような西太平洋熱帯域全域の水温・塩分のマッピングが可能となり、エル・

ニーニョにともなう海水の変化が明らかになる。

トライトンブイ

主要寸法等

直径 約2.4m

高さ（ブイ浮体部）約2.1m

（タワー頂部）約4.4m

重量 約2.4tf

全没時排水量 約5.7tf

計測項目

風向、風速

気温、湿度、気圧

雨量

日射量

流速（10m）

塩分、水温（1.5, 25, 50, 75,

100, 125, 150, 200, 250,

300, 500, 750m)

海洋地球研究船「みらい」船上のブイ。



Blue Earth 2002 9/1028

地球の水循環変動の
解明をめざして

【Special Interview】

2002年度日本気象学会・藤原賞受賞
安成哲三領域長に訊く

地球の水循環変動の
解明をめざして

安成哲三 領域長
地球フロンティア研究システム

水循環予測研究領域及び

地球観測フロンティア研究

システム水循環観測研究領域

日本だけでなくアジア12カ国が参加して実施された国際的なモンスーン研究計画GAME（全球エネルギー・水循環

実験計画〈GEWEX〉アジアモンスーン実験）の推進に貢献するなど、アジアモンスーン研究に関する様々な業績が

評価され、2002年度日本気象学会・藤原賞を受賞された安成哲三領域長に、水循環研究の現状やこれからの方向

性などについてお話をうかがった。水問題は、この夏開催されたヨハネスブルグサミットでも重要な課題として取り

上げられ、2003年3月には京都で「第3回世界水フォーラム」も開催されるなど、その重要性が世界的にも認知さ

れつつある。地球の水循環変動の解明と予測は、私たちの生活にも大きく影響する重要な研究テーマといえよう。

Report
JAMSTEC
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アジア諸国の理解と協力が

GAMEの成果を生んだ

Blue Earth編集部（以下BE） 日本気象

学会・藤原賞受賞おめでとうございます。

GAME（全球エネルギー・水循環実験計

画〈GEWEX〉アジアモンスーン実験）

をはじめとするアジアモンスーンに関

する研究の推進が評価されての受賞と

うかがいました。

特にGAMEは国際的な研究計画でもあ

り、いろいろとご苦労もあったのでは。

安成　GAMEが動き出したのは1991

年でした。GAMEの親プログラムであ

るGEWEX（全球エネルギー・水循環実

験計画）は、当時、WCRP（世界気候研

究計画）でもいちばん大きなプログラム

でした。要するに、各大陸を中心とした

気候システムにおいて最も重要な、エ

ネルギー及び水循環のプロセスをしっ

かり理解し、それをモデルの開発や予

測に結びつけようという計画で、すでに

アメリカ大陸で始まっていました。しか

し、気候システムのなかで、いろいろな

意味で重要な位置を占めるアジア・ユー

ラシア大陸、あるいはアジアモンスーン

についての研究はまったく行われてい

ませんでした。

そして、これは当然日本が中心となって

やらなければならないという雰囲気が

国際的にもありましたし、われわれもそ

う感じていました。そのころ、私自身の

研究でも、アジアモンスーンの変動が

エル・ニーニョの引き金になっていると

いった結果が出ていまして、その意味か

らも、アジアモンスーンの変動に関わる

物理過程をしっかり理解して、モデルに

結びつけることが重要であると考えて

いました。そうしたこともあって、多く

の仲間たちと相談してGAMEを立ち上

げました。WCRPのGEWEX国際科学

推進委員会への提案は1994年に認め

られましたが、予算的な措置は日本で考

えなければなりませんから、いろいろと

たいへんでした。

BE 観測地も広範囲で多国に及ぶため、

その調整もたいへんだったと思いますが。

安成　それはもう、たいへんでした（笑）。

アジアモンスーンの変動には大陸の陸

面と大気の相互作用が大きく関係して

いるといわれています。たとえば、雪が

多いと次の夏のモンスーンは弱くなる

といった議論もありましたから、中国、

東南アジア、インドといった国々だけで

なく、広大なシベリアを擁するロシアや

モンゴルにも協力してもらわなければ

なりません。こうした多くの国々の理解

と協力を得るために、1996年、

GAME国際科学パネル（GAME-ISP）を

発足させて、どのように進めていけばよ

いかを議論しました。このときにわかっ

たのは、中国にしても、インドにしても、

干ばつや洪水を引きおこすモンスーン

の変動やそのメカニズムについて、非

常に高い関心を抱いているということ

でした。そして、その解明のための観測

研究であるということで、とても熱心に

参加し、協力してくれました。こうした

状況のなかで、まずはアジアモンスーン

の変化に関わる水・エネルギーの循環

過程を理解するためのデータ収集を実

施しようということで、1998年を「集

中観測年」に設定し、特にモンスーン期

を中心に、アジア全域で集中的な観測

を行いました。1979年に、世界気象機

関（WMO）が中心となって、全球の天気

図をつくる目的で世界全球気象実験が

行われましたが、おそらく、それ以来の

大規模な国際的集中観測であったと思

います。特に、アジアモンスーン地域に

絞り込んで集中的に行われたことは、非

常に大きな意義があると思います。こう

して集められたデータをもとに、今後の

モンスーン研究、水循環研究に大きく貢

献するデータセットができたわけです。

いろいろとタイムリーなことも重なりま

したが、何より、国内外の多くの人々の

熱意と協力があったからこそ実現した

のだと思います。

BE それだけ、アジアモンスーンはア

ジアの経済をはじめ人々の暮らしに大

きく影響している重要な問題であると

いうことでしょうか。

安成　GAMEのイントロダクションに

書かれていますが、このアジアモンス

ーンの影響下に、世界人口の6割が暮ら

しているんです。そのすべての人々の

生活が、夏のモンスーンによる降水量

やその変動によって、様々な影響を受

けるわけです。特に農業には大きく関

係しています。それだけ、アジアモンス

ーンをはじめとする水循環の研究は重

要であるといえます。

90Ê

90Ê

120Ê

120Ê

0Ê 0Ê

30Ê 30Ê

H1
H2

H3 H4 H5

H6
H7

H8

H9

H10 H11

H12

H13 H14
H15

H16
H17

H18 H19

H20 H21

A1
A2

A3

A4
A5

A6
A7

A8

A9
A10A11

A12
A13

A14

A15
A16

TB1 TB2

TB3
TB4

TB5

TB6

TB7

TB8
TB9

TB10TB11 TBG

TR1

TR2
TR3

TR4

TRG

I1

I2
I3

I4 I5
I6I7

I8
I9

PB

MST
NIO

W1

W2

W3

K1

K2
K3

K4

K5

K6
K7K8

K9

J1

J2

J3

J4

J5 J6

M

JV1

JV2

JV3

UT

JAM

SC1 SC2

SC3
SC4

SC5
SC6 SC7SC8

SC9
SC10

SC11SC12 SC13 SC14

SC16

SC17

ST1
ST2ST3

ST4ST5ST6

ST7

ST8

SHK
SV1

SV2

STH1
STH2

STH3

STH4

SM1
SM2

SM3
SM4

SM5

SM6

SM7

SM8

SG

SI1 SI2

SI3

SI4 SI5

SI6 SI7 SI8

SI9
SI10

SI11
SI12

SBR

SP1

SP2

SP3 SP4

SP5

SS

SRV1

SRV2

RAOB Stations during GAME/SCSMEX IOP

GAME-IOP（1998）における高層強化観測網



Blue Earth 2002 9/1030

■ JAMSTEC Report

地球温暖化と水循環の不思議

BE 現在、フロンティア研究システム

においては、どのような研究を進めてお

られるのですか。

安成　基本的にはアジアモンスーン地

域、ユーラシア大陸を中心として、日本

の気候変動にも大きな影響を与えてい

るアジアモンスーンの年々変動、及び

地球温暖化に伴う長期的なモンスーン

変動と水資源変動に関わる物理過程を

解明し、これらを予測する統合モデル、

観測システムの構築に資することを目

標として研究を進めています。

また、非常に大きな国際プロジェクトと

して推進されてきたGAMEは様々な方

向性を持っており、データもたくさん揃

いましたが、今度はそのデータを用い

てのプロセス解明やモデリングにも力

を入れなければなりません。ストレート

に言えば、これからGAMEのある部分

のデータ取得に関わり、さらにそのデー

タを用いたモデリングといった研究を

フロンティア研究のひとつの核にした

いと考えています。今年からGAME

Phase-Ⅱがはじまっていますが、この

なかで、2001年までの実質6年間のデ

ータを中心に、それらをいかにプロセ

ス解明とモデリングにつなげていくか、

そうした研究の大きな担い手としてフロ

ンティア研究システムは大きく貢献でき

るに違いないと考えます。また、

GAMEは、特に大気と陸面の相互作用

にフォーカスして進められてきました。

西太平洋やインドネシア付近を中心と

したアジアモンスーンとエル・ニーニョ

をつなぐ地域の観測は抜け落ちている

のです。しかし、私がはじめに注目した

アジアモンスーンとエル・ニーニョの関

係のように、アジアモンスーンには海洋

プロセスも重要な影響を及ぼしていま

す。こうしたところも、やっていければ

よいと思います。アジアモンスーン地

域は、先ほどの西太平洋やインドネシア

の方を含めて、世界の水循環のセンタ

ーです。水循環の強さから見ても非常

に大きなセンターであり、それに伴うエ

ネルギー過程においても重要な地球の

ヒートエンジンといえます。それだけに、

そこで何が起きているのかをきちんと

調べることが大事です。

BE フロンティア研究が果たすべき重

要な領域があるわけですね。

安成　もちろんそうですね。その場合、

私がひとつ思うのは、GAMEは決して

国内だけにベースを置くプロジェクトで

はないということです。あくまでも国際

的な研究として、WCRPの枠組みのな

かで、アジアで何をすべきかというとこ

ろでプロポーズし、認められた計画です。

ですから、そうした目的に沿って、様々

な組織や機関、グループが連携し、協力

して成果をあげていく、そのことがいち

ばん重要であると思っています。

BE いま国際的に、特にアジアにお

いて最も注目すべき課題は何だとお考

えですか。

安成　いま、地球温暖化が世界的な問

題になっていますが、地球温暖化が実際

におきているとしたら、それがアジアモ

ンスーンにどのように影響しているの

CMAP,GPCP annual (Nov.-Oct.) precipitation

(a) time sequence (1979-1999)

(b) CMAP linear trend (1979-1999)

(c) GPCP linear trend (1979-1999)
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図1 1979年-2000年におけるふたつの全球格子点降水量データ（Climate

Prediction Center Merged Analysis of Precipitation : CMAP お

よび Global Precipitation Climatology Project: GPCP）による全球

平均の年降水量変化とその線形トレンド。黒棒グラフがCMAP、白棒グラ

フがGPCP。（Yasunari, Igarashi, Tomita and Masuda, 2002）.
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か、アジアモンスーンの変動、水資源の

変動、つまり、水循環や降水がどのよう

に変化し、使える水がどのように変化し

ていくのか、これを予測することがいち

ばん大切だと思います。まさにGAME

はそのための基礎的な理解のために立

ち上げたのだと思っていますし、だから

こそ、多くの国々が熱心に協力してくれ

たに違いありません。

BE お話に出た地球温暖化と水循環の

関係というのは、非常に難しい問題で

あるといわれていますね。

安成　松野太郎先生（地球観測フロン

ティア研究システム長）もよく言われて

いますが、気候モデルのなかでも、水循

環の過程というのは、いちばん不確定

性が大きいんです。また、水循環には

様々なプロセスがありますが、どれも

データが少ない。ほとんどないに等し

い部分もあります。現在の気候モデル

では、たまたま過去に行われた集中観

測の結果などが使われているわけです。

それが本当に当てはまるのかどうか、

実はよくわかっていません。ですから、

まずはきちんと観測を行い、データを

積み重ねることが重要であると思いま

す。とはいえ、何をどこまで観測すれば

よいのかは、これもまた難しい問題で

す。まさにエンドレス。ただ、地球は非

常に複雑で、場所を替え、季節を替えれ

ば、まったく違う事実が見えてくるのも

確かです。逆に言うと、そうした複雑な

なかから何かエッセンスを見つけてい

くことが大事なのです。

BE 多くの気候モデルにおいて、温室

効果ガスが増加すると、全球的に水循

環が活発化し、降水量も増加すると予

測されているようですが、安成領域長

は、「1970年代後半以降、降水量が全

球的に増加しているとは言い難い」とい

った内容の原稿を書いておられますね。

安成　最近20年間、気温は上昇してい

ます。IPCCを含めて、これは大気中の

二酸化炭素が増加したためである、その

可能性が強いという話になっています。

そこで、われわれはこの20年間のグロ

ーバルな降水量データから、実際の降水

量がどうなっているのかを出してみたわ

けです。すると、降水量が増えていると

いう結果は一つも出ていないことがわ

かりました。逆に、CMAPという多くの

研究者が使っているデータセットで見る

と、むしろ降水量は減っているのです。

特に熱帯地域で減っています。高緯度で、

若干増えているところがありますが、も

ともと降水量の少ないところで、グロー

バルに見ると微々たるものでしかない。

いま、このあたりのことをフロンティア

研究で解析しているところです。

BE 増えると予測されているのに、実

際は増えていない。その理由はどこに

あるのでしょうか。

安成　そこが難しいところですね。気

温が上昇すれば蒸発のエネルギーが増

え、水蒸気が増える。水蒸気が増えると、

大気が不安定になり、雲が増えて雨も増

える。非常に簡単に、あるプロセスだけ

を見ればそうですが、実際はもっと複雑

です。雲が増えれば日射を遮るという

効果も生まれ、雨が降れば暖まった地

表面が冷やされるなど、様々なフィード

バックもあるわけです。ひとついえるの

は、気候変動や地球温暖化などの議論

の大きなネックは、結局のところ水循環

ではないかということです。地球は“水

の惑星”といわれますが、まさに、ある

意味では水がすべてのカギを握ってい

るのです。

BE そのあたりを解明するためにも、

より精度の高い全球的な水循環モニタ

リングと、詳細な観測に基づく水循環過

程の理解が必要なわけですね。

安成　そして、それらを踏まえた上で、

三位一体として高精度モデルの開発・改

良を行っていくことが重要だと思います。

地球観測フロンティアシステムによる観測風景
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Staffの横顔

Face

管理課は、まさに横浜研究所の管理部門業務を一手に引き受けている部署。総務、人事、財務・会計、契約、

労務、広報から施設設備の運用・保守まで、その仕事は多岐にわたる。岡山さんは、横浜研究所が正式開所

（2002年8月）するおよそ1年半前から、研究所の運営・管理面に関する様々な業務を行ってきた。現在は、

そうした業務に加えて、横浜研究所内に設置された地球情報館の運用にも熱心に取り組んでいる。

地球科学に関する
最先端の研究成果を
地球情報館を通して多くの
人々に知ってもらいたい
横浜研究所の運営を支える管理課スタッフとして
開設準備期間から多忙な毎日をおくる

岡山
おかやま

裕一
ゆういち

さん
情報業務部 管理課 係長
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横浜研究所始動へ向けて

ゼロからのスタート

2000年12月にシミュレータ棟、シ

ミュレータ研究棟が完成したのに続き、

2001年3月にはフロンティア研究棟、

交流棟が完成。横浜研究所の工事は

着々と進行していた。そして、2001年

3月下旬には、地球フロンティア研究シ

ステム、地球観測フロンティア研究シス

テム、地球シミュレータ研究開発センタ

ーなどが横浜研究所に移転し、一部の運

用が始まることになっていた。運用開始

を控えて、その準備に大忙しだったのが、

運用へ向けての様々な業務を行った管

理課の前身である「総務課分室」の職員

たち。岡山さんもそのひとりだった。

「総務課に配属されるまでは、5年近く

企画課にいました。2000年10月に

総務課に異動になり、その2ヶ月後の

2001年１月から、横浜研究所の開設へ

向けての業務を担当することになりまし

た。その年の春から運用が開始されると

決まっていましたから、準備期間は3ヶ月

ほどしかありませんでした。いや、忙しか

ったですよ。いろいろな規程を立ち上げ

なくてはいけないし、セキュリティをどう

するかも大きな問題でした。また、食堂

も動かさなければいけないし、掃除の業

者も決めなければいけない。ほとんど何

も決まっていない状態でしたから、仕事

は山のようにありました。一からではな

く、まさにゼロからのスタートでした」

いちばんたいへんだったのは、セキュ

リティシステムの問題だったそうだ。「横

須賀本部と異なったシステムをつくらな

ければならないということで、セキュリテ

ィレベルの調整とか、そのための

設備とか、いろいろとたいへんで

した。何よりも、一人ひとりカー

ドキーを持つわけですから、誰

がどのレベルかをすべて把握し

なければいけませんからね。ひ

とつの研究所を立ち上げるとい

うのは、本当にたいへんな仕事

です。すべてのシステムをつくり

上げていかなければならないわ

けですから。といっても、私自身はたいし

たことをやったわけではありません。優

秀な上司のいわれるまま動いていたとい

うだけですから（笑）。でも、やらせてもら

った仕事は、ものすごく楽しかったし、勉

強にもなりました。自分にとってはどれも

初めてのことばかりでしたから」

岡山さんは、現在、横浜研究所の防火

管理者であり、衛生管理者でもある。こ

れも、準備期間に講習や試験を受けて資

格免許を取得したのだそうだ。「こうした

施設を立ち上げるには、いろいろと法律

的な決まりがあるわけですが、そうした

ことも、この仕事につくまでは全然知り

ませんでした。ただ、防火責任者はでき

れば誰かに代わってもらいたいですね、

これは本当に責任重大ですから（笑）」

地球情報館の運営も重要な

仕事のひとつ

横浜研究所の一部運用が始まってから

も、福利厚生委員会、労働安全衛生委員

会といった委員会の立ち上げや、開所式

など記念式典の準備などで、岡山さんは

忙しい毎日を送ってきた。さらに、この

夏からは、横浜研究所内に設置された地

球情報館の一般公開に関する仕事が加わ

った。「自分から『やる！』と言い出してし

まったものですから、やらないわけにい

かないんです（笑）。横浜研究所は地球科

学に関する最先端の研究所であると同時

に、研究成果を一般の人々にわかりやす

く解説し、理解していただくための役割

も担っています。地球情報館１階の映像

展示室などは、本来は研究目的でつくら

れたものですから、基本的に博物館とは

違いますが、横浜研究所は、海洋科学技

術センターの情報の中枢機関として、や

はりそれなりのデータや研究成果を公開

していかなければいけないと考えていま

す。そのために、地球情報館を積極的に

活用していきたいわけです。どのように

運営していけばよいか、いまはまだ手探

りの状態ですが、少しでもよいかたちで

進めて行ければと思っています」

横浜研究所が正式にオープンしてから

1ヶ月の間に、この地球情報館を訪れた

人々は500名を超える。新聞等で紹介さ

れたほかは、特に広報活動を行っていな

いが、小学校などからの見学の申し込み

も少しずつ入ってきているという。「つい

先日も、小学生が100人見学に来ました。

授業の一環でもいいですし、修学旅行で

も結構ですから、ぜひ、多くの方々に来

ていただきたいと思います。近年、“理科

離れ”などといわれていますが、子ども

たちに少しでも科学に関心を持ってもら

うためにも、地球情報館を活用してほし

いですね。また、継続的な利用や研究所

と人々とのつながりを深めていくことを

目的に『地球情報館 友の会』もはじめま

した。今後は、会報をつくったり、会員向

けに研究者の講演会やコンピュータの利

用講座を行うなど、いろいろな取り組み

を行っていきたいと考えています」

岡山さんの頭のなかには、映像プログ

ラムの充実など、これから地球情報館で

やってみたい様々な企画が詰まっている。

今後は、まず映像展示室をはじめ地球情

報館をどのように運営していくかを考え

るプロジェクトチームをつくっていきたい

という。岡山さんたちがゼロからつくり上

げる仕事は、まだ終わっていないようだ。

見学者への対応も岡山さんの仕事のひとつ。

「多くの人々に地球情報館を利用してもらい
たい」と岡山さん。
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■ BE Room

や最新調査機器の見学、海洋深層水な

ど最新のテーマに関する講座、そして圧

力体験、潜水体験などの体験プログラ

ムなど、教諭対象ということで、より高

度で幅広い内容が盛り込まれた。

ほとんどが化学・生物・理科教育の現

場に携わる方々であり、すでにホーム

ページでセンターの活動を理解してい

る人も多く、今回のスクールへの期待

と関心は非常に高かった。特に最新技

術や最新の科学情報への興味は大きく、

講義、実習はもちろん、調査機器・観測

機器の見学でも、説明に熱心に聞き入

っていた。「教科書の内容は、最新デー

タといってもやはり数年は遅れていま

す。今回はまさに最先端の技術や情報

を、身をもって知ることができました。

資料もたくさんいただきましたし、早

速、2学期からの授業に役立てたいと思

います」といった声も多く聞かれた。ま

た、参加者同士の情報交換も活発に行

われていた様子だった。

【平成14年度 海洋科学技術学校】

21世紀の海洋科学技術の研究・開発

を担う大学生・大学院生を対象として、

「気候変動を考える」をテーマに実施さ

れた、「海洋学を中心とした地球変動の

原因を解明するための観測調査」に関す

るセミナー。センターにおいて第一線

で活躍する研究者らによる「中・高緯度

海洋変動と10年規模の気候変動」「堆

積物でわかる気候変動」「エル・ニーニ

ョ／熱帯海洋の変動」といった講義をは

じめ、北海道大学・青田名誉教授（「海は

母、流氷は友」）、水産総合研究センター

中央水産研究所・谷津資源管理室長

（「海洋と水産資源の中長期変動）を招き

講演を依頼するなど、非常に専門性の

高い充実した内容が用意された。参加

者の専門分野は特に限定しなかったこ

ともあり、地球環境学、水産学、技術工

学、海洋生物化学など幅広い分野の大

学生・大学院生らが集まった。参加者の

多くが「自分の研究に役立てたい」とい

う明確な目的意識を持っていたことも

あり、講義に臨む姿勢は真剣だった。

講義に加えて「海洋データベース体験」

も行われたが、ほとんどの参加者が、セ

ンターのホームページで公開されてい

るデータを扱うのは初めてで、その情

報量に驚いていた。また、調査機器や観

測機器、世界最速のスーパーコンピュー

タ「地球シミュレータ」等の見学にも大

きな関心を寄せていた。

シロウリガイを解剖する参加者。

深海調査研究船「かいれい」の船内を見学。

海洋科学技術学校の開講式。 真剣なまなざしで講義を受ける参加者たち。 講義の前にセンター内を見学。

「かいれい」をバックに記念撮影。
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Book

『Blue Earth』定期購読のご案内
発行日にお手元に届く
便利な年間定期購読を
ご利用ください。定期
購読を申し込まれる方
は、以下の内容をハガ
キかEメールにてお送
りください。
購読するためには、定
価＋送料＋振込手数料
がかかります。

郵便番号・住所・氏名・
機関名・所属（学年）・
TEL・FAX・E-mailア
ドレス・定期購読を希
望する刊行物名（海と
地球の情報誌『Blue
Earth』）

支払方法
・1年間一括（１年分6冊の代金を一括でお振り込みいただけます）
・1誌毎（毎号送付する際に請求書を同封いたします。その都度
振込手数料がかかります）

送り先
〒236－0001 神奈川県横浜市金沢区昭和町3173－25
海洋科学技術センター 横浜研究所　情報業務部 情報業務課
『Blue Earth』編集室

送信先
info@jamstec.go.jp

お問い合わせ
海洋科学技術センター 横浜研究所　情報業務部 情報業務課　
TEL：045－778－5350
FAX：045－778－5424
E-mail：info@jamstec.go.jp 

地球環境問題は21世紀の最も重要な

課題であり、その解決のためにも地球科

学技術が果たすべき役割は大きい。そ

うしたなか、世界各地の研究機関や大学

では、これまで地球科学技術に関する

様々な観測・研究を行ってきたが、それ

らの観測や研究活動の全貌を十分に掌

握するのは難しかった。しかし、最近で

は国際的な会議や情報ネットワークの構

築に伴い、研究成果や観測データの公開

や交換が進行し、徐々にそれらが有機的

に結びつき、地球規模の環境変動や気候

変動が明らかとなり、地球のメカニズム

解明へ向けて成果を生みつつある。

『地球科学技術ハンドブック』は、これま

で個別に論じられることが多かった地球

科学技術に関する様々な領域や情報を統

合し、各国の研究体制をはじめ、各研究機

関、大学などで実施されている地球変動

予測に関する研究プロジェクト、国際共同

プロジェクトの内容等を詳しく解説すると

ともに、研究・観測体制等をまとめた優れ

たハンドブックだ。まさに地球的な視野で

地球科学技術の全体像を紹介するこのハ

ンドブックは、個々の領域にとらわれるこ

となく、地球そのものの理解と問題の解

決をめざす研究者・技術者、そしてそれら

を志す人々にとって有益な1冊といえる。

海洋科学技術センター 横浜研究所のなかに設置された地

球情報館は、地球・海洋科学に関する情報や研究成果を多彩

な映像で紹介する映像展示室や、それらに関する書籍、ビデオ、

DVDなどを数多く集めた図書館を備える施設です。この地球

情報館を、多くの人々に有効に活用していただき、地球・海洋

科学への理解と関心を深めてもらおうと、このたび「地球情報

館友の会」をスタートさせました。

入会をご希望の方は、直接地球情報館におこしになるか、下

記までお問い合わせください。

●お問い合わせ

海洋科学技術センター

横浜研究所

情報業務部 管理課

（担当：岡山）

TEL：045－778－3811

『地球科学技術ハンドブック 2002年』（財）地球科学技術総合推進機構　発行1,905円（本体価格）

地球情報館友の会 入会のご案内

●お問い合わせ　book@hq.aesto.or.jp
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学年）、6.電話番号、7.いちばん興味を
持った記事、8.『Blue Earth』への
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までご応募ください。応募締め切りは、
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応募先　
〒236－0001
神奈川県横浜市金沢区昭和町3173－25
海洋科学技術センター 横浜研究所
情報業務部 情報業務課　
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ほか3名様の方々が当選いたしました。

宮城県仙台市 矢野 弘 様

愛知県名古屋市 渡辺 真一 様

編 集

後 記
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川建築コンクール」において、横浜研究

所の施設が「奨励賞」を受賞しました。

初期の段階から横浜研究所は近隣との

調和など地球環境を研究するにふさわ

しい施設となるよう計画してきたこと

が評価されたものと思われます。

このように横浜研究所の道具立てが整

ってまいりました。成果を出すのはまさに

これからです。横浜研究所の使命は、地球

環境問題研究の中心的役割を果たすこと

はもちろん、これら研究成果の社会への発

信基地としての役割が求められています。

このために海洋科学技術センターと

しては初めて一般の方々に門戸を開放

した「地球情報館」を作りました。初め

ての試みなのでいろいろ不慣れな点も

多々ありますが、8月6日の開館以来小

中学生を中心に多くの方々がお見えに

なり、熱心に海洋・地球科学研究の最新

の知見に触れて帰られます。

さる8月5日、海洋科学技術センター

横浜研究所の開所式が行われ、正式に

業務を開始しました。今号では「横浜研

究所」を特集しました。

今年2月に完成した「地球シミュレー

タ」の概要につきましては既刊の本誌で

もお伝えしておりますが、この度、経済

産業省などが主催する「2002年情報化

月間」においてこの「地球シミュレータ」

が「情報化促進貢献情報処理システム」

として表彰されました。また、神奈川県

や横浜市などが主催する「第47回神奈

先日、パシフィコ横浜において第1回

「地球シミュレータシンポジウム」を開

催しました。多くの方に来ていただき、

「地球シミュレータ」を活用する研究の

一端をご紹介しました。特別講演として、

女優でエッセイストの高木美保さんに

お話しして頂きました。その講演のなか

で、レイチェル・カーソンの「センス・オ

ブ・ワンダー」を引用して、子供たちに

は環境問題についての知識よりもまず、

地球環境に対する感性を養うことの重

要性を指摘されました。

私達も今後「地球情報館」の運営にあ

たっては、青少年に単に先端的知識のみ

を示すのではなく、感性も養ってもらえ

るようなコンテンツを用意したいと考

えております。読者の皆様も是非「地球

情報館」にお立ち寄り頂きいろいろなご

意見を頂ければ幸いです。

（M.K）
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地球フロンティア研究システム
オリジナル・ペーパーウエイト

地球システムの解明とその成果を

反映させたモデル研究によって、

地球規模でおきる様々な現象を高

精度で予測することをめざす地球

フロンティア研究システム。この

地球フロンティア研究システム・

オリジナルの地球をデザインした

ペーパーウエイトを、抽選で5名

様にプレゼントいたします。
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賛助会（寄付）会員名簿
あいおい損害保険株式会社

アイワ印刷株式会社

株式会社淺沼組

アジア海洋株式会社

株式会社アルファ水工コンサルタンツ

石川島播磨重工業株式会社

泉産業株式会社

株式会社伊藤高壓瓦斯容器製造所

栄光電設株式会社

株式会社エス・イー・エイ

株式会社ＮＴＴデータ

株式会社エヌ・ティ・ティファシリティーズ

株式会社エムテーエス雪氷研究所

株式会社ＯＣＣ

オートマックス株式会社

沖電気工業株式会社

株式会社化学分析コンサルタント

鹿島建設株式会社

神奈川合同企業株式会社

カヤバ工業株式会社

川崎重工業株式会社

川崎設備工業株式会社

川本工業株式会社

株式会社関西総合環境センター

株式会社関電工

株式会社キュービック・アイ

共栄冷機工業株式会社

共立管財株式会社

株式会社きんでん

株式会社熊谷組

株式会社グローバル・オーシャン・ディベロップメント

京浜急行電鉄株式会社

ケー・エンジニアリング株式会社

KDDI株式会社

神戸ペイント株式会社

国際気象海洋株式会社

国際石油開発株式会社

国際ビルサービス株式会社

国光施設工業株式会社

五洋建設株式会社

コンパックコンピュータ株式会社

佐藤工業株式会社

三機工業株式会社

三建設備工業株式会社

株式会社三晃空調

三幸建設工業株式会社

三洋テクノマリン株式会社

サンライズ・エンジニアリング株式会社

財団法人塩事業センター

有限会社システム技研

シナネン株式会社

シバタ工業株式会社

清水建設株式会社

株式会社商船三井

株式会社湘南

昭和高分子株式会社

昭和ペトロリューム株式会社

株式会社白石

社団法人信託協会

新日本海事株式会社

新日本製鐡株式会社

新菱冷熱工業株式会社

須賀工業株式会社

鈴鹿建設株式会社

スプリングエイトサービス株式会社

住友金属鉱山株式会社

住友重機械工業株式会社

住友電気工業株式会社

清進電設株式会社

セナー株式会社

セントラル・コンピュータ・サービス株式会社

株式会社総合企画アンド建築設計

株式会社損害保険ジャパン

第一設備工業株式会社

第一電子工業株式会社

株式会社大氣社

大成建設株式会社

大成設備株式会社

大成電機株式会社

大日本土木株式会社

ダイハツディーゼル株式会社

有限会社田浦中央食品

高砂熱学工業株式会社

株式会社竹中工務店

株式会社竹中土木

株式会社地球科学総合研究所

中国塗料株式会社

株式会社鶴見精機

株式会社テザック

寺崎電気産業株式会社

電気事業連合会

東亜建設工業株式会社

東京海上火災保険株式会社

東京製綱繊維ロープ株式会社

東京美化株式会社

東光電気工事株式会社

東北ニュークリア株式会社

東洋建設株式会社

東洋通信機株式会社

株式会社東陽テクニカ

東洋熱工業株式会社

同和工営株式会社

戸田建設株式会社

凸版印刷株式会社

飛島建設株式会社

株式会社中村鉄工所

奈良建設株式会社

西芝電機株式会社

西松建設株式会社

日動火災海上保険株式会社

日南石油株式会社

日油技研工業株式会社

日鉱金属株式会社

株式会社日産セキュリティ・サービス

日新火災海上保険株式会社

ニッスイ・エンジニアリング株式会社

ニッセイ同和損害保険株式会社

日本海洋株式会社

株式会社日本海洋科学

日本海洋掘削株式会社

日本海洋事業株式会社

社団法人日本ガス協会

株式会社日本環境調査研究所

日本興亜損害保険株式会社

日本鋼管株式会社

日本サルヴェージ株式会社

社団法人日本産業機械工業会

日本酸素株式会社

日本水産株式会社

日本電気株式会社

日本電子計算機株式会社

日本電池株式会社

日本飛行機株式会社

日本無線株式会社

日本郵船株式会社

株式会社間組

株式会社ハナサン

濱中製鎖工業株式会社

東日本タグボート株式会社

氷川商事株式会社

株式会社日立製作所

日立造船株式会社

日立電線株式会社

日立プラント建設株式会社

日比谷総合設備株式会社

深田サルベージ建設株式会社

株式会社フジクラ

藤沢薬品工業株式会社

株式会社フジタ

富士通株式会社

富士電機株式会社

不動建設株式会社

古河総合設備株式会社

古河電気工業株式会社

古野電気株式会社

株式会社松田平田設計

松本徽章株式会社

株式会社マリン・ワーク・ジャパン

株式会社丸川建築設計事務所

株式会社マルタン

株式会社みずほ銀行

三井住友海上火災保険株式会社

三井建設株式会社

株式会社三井住友銀行

三井造船株式会社

三菱重工業株式会社

株式会社三菱総合研究所

株式会社明電舎

株式会社森京介建築事務所

有限会社やすだ

山岸建設株式会社

株式会社ユアサコーポレーション

株式会社ユアテック

郵船ナブテック株式会社

横浜ゴム株式会社

株式会社リプロ

株式会社緑星社

ワールドウェイ株式会社

若築建設株式会社

海洋科学技術センターの研究開発につきましては、次の賛助会員の皆さまから会費、
寄付をいただき、支援していただいております。（アイウエオ順）

平成14年9月現在
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